
一般質問

平成３０年（２０１８年）７月２９日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

子
ど
も
・
若
者
計
画
に
つ
い
て
／

図
書
館
が
愛
さ
れ
続
け
る
た
め
に

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

会
計
年
度
任
用
職
員
／
改
正
自
殺

対
策
基
本
法
施
行
後
の
取
り
組
み

吉
瀨
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

住
ま
い
は
人
権
、
生
活
困
窮
者
に

安
く
て
安
心
の
都
営
住
宅
と
住
宅
施
策

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

農
業
の
今
後
の
見
通
し
と
観
光
農
業
／

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
つ
い
て

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
会
）

小
平
市
版
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

教
科
化
さ
れ
た
道
徳
と
教
職
員
の

長
時
間
労
働
／
小
動
物
公
園
の
設
置
を

津
本
裕
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

高
齢
者
の
生
活
の
質
向
上
の
た
め
に
／

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

 
質
問　

臼 
ア 
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
対

※
２

し
て
、
地
域
振
興
型
の
シ
ニ
ア
街
コ

ン
を
実
施
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
仮
称
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援

店
舗
認
定
証
の
実
施
で
、
商
業
者
に

積
極
的
な
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
実
施
主
体
な
ど
課
題
も
多

い
た
め
商
工
会
か
ら
情
報
収
集
を
行

う
な
ど
実
施
に
向
け
研
究
し
て
い
く
。

　

渦
集
う
場
の
提
供
で
シ
ニ
ア
層
の

仲
間
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、

顧
客
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
で
商
業

者
も
店
舗
の
活
性
化
が
図
れ
る
こ
と

か
ら
両
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今

後
、
実
施
主
体
と
な
る
商
業
者
等
と

多
様
化
す
る
高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
の
た
め
に
ま
ち
の
意
識
改
革
を

の
情
報
交
換
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
観
光
ま
ち
づ
く
り
振
興
プ

ラ
ン
の
見
直
し
体
制
は
。

　

渦
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
人
に
特
化
し
た

阿
蘇
市
の
「
然
」
と
同
様
の
取
り
組

み
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
現
行
プ
ラ
ン
の
進
行
管
理

を
行
う
観
光
ま
ち
づ
く
り
庁
内
連
絡

会
で
調
整
を
図
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
然
は
市
が
目
指
す
地
域
主
体
、

民
間
主
体
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
共

通
す
る
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
は
、

先
進
事
例
も
参
考
に
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
を
中
心
に
研
究
し
て
い
く
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

人

づ

く

り

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
道
徳
の
評
価
、
す
な
わ
ち

通
信
簿
の
つ
け
方
の
要
点
は
。

　

渦
道
徳
教
科
書
採
択
は
現
場
教
師

の
意
見
が
最
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
る
か
。

　

嘘
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
た
改
善
対
策
は
。

　

唄
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
は
。　

教
育
長　

臼
数
値
で
な
く
文
章
で
評

価
し
、
通
信
簿
等
に
記
述
す
る
。

　

渦
現
場
教
員
の
意
見
を
反
映
で
き

る
よ
う
各
学
校
で
調
査
研
究
し
、
そ

の
報
告
を
採
択
の
資
料
に
活
用
す
る
。

　

嘘　

年
度
中
に
働
き
方
改
革
に
関

３０

す
る
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
教
員
の

小
平
の
子
ど
も
と
教
育
を

め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て

負
担
軽
減
等
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
。

　

唄
教
職
員　

人
未
満
で
の
設
置
は

５０

努
力
義
務
の
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
設
置
す
る
と
し
た
ら
ど
こ

が
望
ま
し
い
か
。

　

渦
子
ど
も
た
ち
が
直
接
動
物
と
触

れ
合
え
る
動
物
園
設
置
へ
の
考
え
は
。

市
長　

臼
樹
林
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

緩
衝
帯
を
外
周
部
に
設
け
る
た
め
大

き
な
敷
地
が
必
要
に
な
る
。

　

渦
設
置
場
所
の
確
保
は
困
難
で
あ

り
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
介
護
保
険
か
ら
の
生
活
援
助
等
の

排
除
で
在
宅
の
暮
ら
し
は
崩
壊
す
る

子
ど
も
た
ち
が
じ
か
に
触
れ
合
え
る

小
動
物
公
園
が
設
置
で
き
な
い
か

 
質
問　

臼
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

役
割
と
メ
リ
ッ
ト
へ
の
認
識
は
。

　

渦
今
ま
で
個
人
が
あ
ら
か
じ
め
家

族
等
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
を
書

く
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
自
治
体
が
作
成
す
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
及
び
効
果
は
。

　

嘘
作
成
費
を
極
力
抑
え
る
方
法
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
可
能
に
す
る
な
ど
工
夫
を
し
、

小
平
市
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

つ
く
り
配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

臼
自
分
自
身
が
突
然
死
し
た

と
き
や
判
断
能
力
及
び
意
思
疎
通
能

力
の
喪
失
を
伴
う
病
気
に
か
か
っ
た

小
平
市
版
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か

と
き
に
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
や
人

生
へ
の
思
い
、
介
護
・
医
療
に
つ
い

て
の
希
望
、
大
切
な
人
た
ち
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

残
さ
れ
た
人
々
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
自
分
ら
し
さ
を
支
え
て
く

れ
る
も
の
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高

齢
者
の
み
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
残
し
て
お
く

こ
と
で
、
突
然
死
し
た
と
き
な
ど
に

そ
の
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
対
応
を

と
れ
る
た
め
、
自
分
自
身
の
終
末
期

へ
の
備
え
の
観
点
か
ら
推
奨
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

嘘
今
後
、
市
民
や
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
他
市
等

の
事
例
も
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
こ
れ
か
ら
の
観
光
農
業
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

渦
農
地
の
作
付
面
積
の
今
後
の
見

通
し
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
農
業
生
産
量
を
ふ
や
す
た
め
に

ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

市
長　

臼
市
民
や
観
光
客
等
へ
の
農

業
と
か
か
わ
る
機
会
の
提
供
で
、
住

む
人
等
の
暮
ら
し
を
支
え
豊
か
に
す

る
農
業
振
興
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

渦
農
地
面
積
が
毎
年
減
少
し
て
い

る
状
況
だ
が
、
新
技
術
の
導
入
等
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
で
、
作
付
面
積

の
増
大
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

嘘
農
業
経
営
の
基
盤
強
化
の
た
め
、

小
平
の
農
業
の
今
後
の
見
通
し
と

観

光

農

業

に

つ

い

て

認
定
農
業
者
の
育
成
等
に
よ
り
企
業

的
農
業
経
営
を
推
進
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
い
じ
め
ゼ
ロ
の
表
記
を
い

じ
め
防
止
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
変
更
し
た
理
由
は
。

　

渦
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
、
い
じ
め
の
事
実
を
誰

が
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
。

教
育
長　

臼
教
員
が
い
じ
め
件
数
ゼ

ロ
を
意
識
す
る
こ
と
で
い
じ
め
の
報

告
を
た
め
ら
い
適
切
な
対
応
の
機
会

を
失
う
可
能
性
を
懸
念
し
変
更
し
た
。

　

渦
担
任
や
学
年
主
任
の
教
員
の
ほ

か
、
状
況
に
よ
り
校
長
・
副
校
長
が

面
談
や
家
庭
訪
問
等
で
伝
え
て
い
る
。

い

じ

め

防

止

基

本

方

針

に

つ

い

て

 
質
問　

臼
市
内
の
都
営
住
宅
の
団
地

数
、
管
理
戸
数
と
そ
の
内
訳
に
つ
い

て
、
一
般
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
、
車
椅

子
使
用
者
向
け
住
宅
の
数
は
。

　

渦
５
月
時
点
で
、
市
内
の
都
営
住

宅
の
空
き
家
戸
数
は
。
ま
た
、
実
際

に
５
月
に
募
集
し
た
募
集
戸
数
は
。

　

嘘
生
活
困
窮
者
、
若
年
層
や
非
正

規
雇
用
の
人
々
の
、
特
に
高
い
家
賃

問
題
な
ど
深
刻
な
住
ま
い
の
問
題
を

ど
う
認
識
し
、
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

市
長　

臼
団
地
数　

団
地
、
管
理
戸

３７

数
５
千
４
百　

戸
。
内
訳
は
一
般
住

７０

宅
５
千
百　

戸
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア　

５１

２６９

戸
、
車
椅
子
使
用
者
向
け
住
宅　
戸
。

５０

住
ま
い
は
人
権
、
生
活
困
窮
者
に

安
く
て
安
心
の
都
営
住
宅
と
住
宅
施
策

　

渦
都
か
ら
、
空
き
家
戸
数
に
つ
い

て
は
入
居
と
退
去
が
常
に
行
わ
れ
る

た
め
把
握
困
難
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
５
月
募
集
戸
数
は　
戸
で
あ
る
。

１２５

　

嘘
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
中
に
は
、

住
宅
の
確
保
に
配
慮
が
必
要
な
人
が

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
内
で
の

居
住
を
引
き
続
き
希
望
す
る
人
に
は
、

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
保
証
人
が
い

な
い
場
合
、
民
間
の
保
証
会
社
の
紹

介
と
家
賃
保
証
料
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
若
年
層
や
非
正
規
雇
用
の
人
に

は
、
離
職
後
２
年
以
内
で
、
離
職
に

よ
り
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
賃
貸
住

宅
に
住
む　
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、

６５

一
定
期
間
家
賃
を
助
成
す
る
住
宅
確

保
給
付
金
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
法
改
正
で
、
自
治
体
の
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
大
多
数
が
新
た

に
会
計
年
度
任
用
職
員
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

渦
改
正
に
よ
り
現
状
か
ら
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
変
わ
る
か
。

市
長　

臼
一
会
計
年
度
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
置
か
れ
る
非
常
勤
職
員
と

さ
れ
一
般
職
に
分
類
さ
れ
る
。
１
千

百
人
程
度
が
対
象
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

渦
秘
密
を
守
る
義
務
等
、
地
方
公

務
員
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
違
反

者
は
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
る
。
報

酬
に
関
し
て
は
職
務
給
の
原
則
等
に

基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
子
ど
も
の
自
殺
予
防
と
し

て
都
教
育
委
員
会
が
全
校
に
導
入
し

た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
の
授
業
と
は
。

　

渦
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
や
そ
の
分

析
等
を
活
用
し
て
自
殺
予
防
の
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

臼
都
が
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
活
用
し
、
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
へ
の
自
分
な
り
の
対
処
方
法
を
考

え
さ
せ
る
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

市
長　

渦
生
活
習
慣
病
を
発
端
に
健

康
問
題
を
抱
え
自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス

も
多
い
た
め
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

等
関
連
施
策
の
デ
ー
タ
分
析
と
活
用

に
よ
り
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

改
正
自
殺
対
策
基
本
法

施
行
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
子
ど
も
の
権
利
行
使
の
保

障
が
な
ぜ
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　

渦
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
市
の

状
況
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

嘘
子
ど
も
食
堂
の
あ
り
方
の
検
討

と
は
。

市
長　

臼
計
画
の
対
象
は
中
学
生
か

ら　

歳
ま
で
で
あ
る
。
児
童
の
権
利

２９
条
約
の
理
念
は
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

渦
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
等
は
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
の
認
識
を
持

ち
、
窓
口
対
応
等
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

嘘
民
間
活
動
の
自
発
性
等
の
尊
重

を
基
本
と
し
、
市
の
関
与
の
必
要
性

等
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
。

小
平
市
子
ど
も
・
若
者
計
画
の

推

進

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
図
書
館
を
ど
の
よ
う
な
場

所
に
し
て
い
き
た
い
か
。
展
望
は
。

　

渦
司
書
の
配
置
等
、
専
門
性
を
確

保
す
る
た
め
に
何
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

嘘
他
市
図
書
館
で
「
も
う
す
ぐ
２

学
期
。
学
校
が
つ
ら
い
子
は
図
書
館

へ
」
と
い
う
発
信
が
あ
っ
た
。
小
平

市
で
も
同
様
の
発
信
は
可
能
か
。

教
育
長　

臼
開
館
以
来
の
運
営
方
針

に
加
え
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
機

能
強
化
す
る
。

　

渦
司
書
講
習
の
受
講
や
研
修
等
で

専
門
性
等
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

嘘
現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
発
信
等
に
努
め
て
い
く
。

小
平
市
の
図
書
館
が
市
民
の
宝
物

と
し
て
愛
さ
れ
続
け
る
た
め
に

葛
ブ
ラ
ン
ド
化
を
人
に
特
化
し
た
阿
蘇
市
の
「 
然 
」

ぜ
ん

 
（
阿
蘇
市
経
済
部
観
光
課
）


